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Ⅰ はじめに 

 生きにくさという形で今の社会に存在してい

る差別の現実、その現実に対する苛立ちや憤りや

悩みを出し合い明らかにしていくとともに、「こ

んな取組が、こんな現実の受け止め方が、こんな

人とのつながりが、光を与えてくれた」と、レポ

ート報告はもちろん、参加者自身の取組も重ねて

いくことで、参加者一人一人が差別解消に向けて

進んでいく道を見出せる、差別をなくす取組の熱

となるエネルギーを感じ合える分散会にしたい

という方向づけを行った上で報告、討議に入って

いった。 

Ⅱ 報告及び質疑討論の概要 

―報告１－⑰ 

～障がい者雇用で学んだこと～ （滋賀県人教） 

―主な質疑と意見― 

三重 特別支援学校に勤めている。進路指導の課

題として、就職した生徒が１年後にやめてしまう。

悩みでもあり、怒りでもある。仕事の面でよりも、

人間関係でやめてしまうのではないか。ジョブコ

ーチをどうしているのか、面談、サポートをどう

しているのか聴かせてほしい。

報告者 Ａさん、Ｂさんは退社してしまった。ジ

ョブコーチは１年はついてくれる。私生活もサポ

ートしてくれ、徐々に手が離れていく。退社の理

由として職場での人間関係もだが、半分は家庭の

環境ということもある。だから、少し踏み込んで

話をするようにしている。本人の収入を家族が使

い込んでしまうこともあるので、支援者と相談を

して会社の制度を使って保護することもしてい

る。話を聞くと、心を開いてくれる。今勤めてい

る４人は、人からの誘いを断れない。行きたくな

くても断れない。給料も見せてしまう。本当は見

せたくない。わかるために時間を割くことをいと

わない。そうしないと、その人たちのことはわか

らない。 

千葉 企業の方が報告されるのを聞いたのはは

じめて。３つ質問。①どういう経緯で報告したか、

②私は障害者福祉の専門員をしているが、うまく

いっている中で、どういった人がかかわっている

のか、③家庭に踏み込まないといけないと思った

その時に感じられたことは何か。 

報告者 ①について。滋賀の市人教の大会では企

業からも報告している。その中で選ばれた。②に

ついて。支援機関とのかかわり。初めは毎日、そ

のうち隔週、そして月一回と３０分から１時間の

滞在でかかわっていく。職場でのかかわりや会社

のかかわりなどを見て、大丈夫だと思うと回数を

減らしていく。何かあると相談できるので助かっ

ている。③について。そこは重要。本人が解決で

きるならいいが、長く働いてもらいたいので、必

要に応じて「こうさせてください」と家庭に踏み

込んだりしている。 

千葉 私は知的障害者で、郵便局の事務をしてい

る。ジョブコーチは半年ぐらいついて、その後も

生活支援員さんや会社と半年に１回ふり返りの

会がある。「半年間どうだったか」と。Ａさん、

Ｂさんは自分のことが言えない。私も同じ状況が

あった。会社を休んだりした。でも、やっぱり周

りが受け入れてくれたから乗り越えられた。会社

も本人の能力をじっくり見た方がよいと思う。 

奈良 報告者はどこの担当の部署でこのような

役目をされているのか。また、障害者雇用をした

人の処遇は。他との差異はあるのか。ＡさんやＢ

さんの今のくらしはどうなのか。 

報告者 私は総務課の人事担当で対応した。障害

者雇用をした人の処遇は入社した時は非正規の

１年契約。その先、正社員化を勧めている。Ｃさ

んは３年で正社員。給料も違ってくるので喜んで

いた。中には４年、５年で正社員の人もいる。Ａ

さんは、もう一度うちに入ろうかなと話もあった

が、でも入らなかった。Ｂさんは今連絡がとれて

いない。 

兵庫 報告者の会社のように民間は雇用率を達

成しなければと取り組んでいるが、中央の官庁は

水増しをしていたりする。この状況をどう思って

いるか。うちの子どももいつかは正規にと思って

いる。 

報告者 雇用率２.３％、会社としては法令順守

すべき。しかし、２.２％を達成すればいいやと

いう考え方ではなく、ずっと働いてもらいたい。

みんなが生活基盤をつくることが我々会社の役

目だと思っている。 

福岡 私は特別支援学校で担任をしている。報告

の中で「思いの壁を取り払う」というところで、

少しもやもやを感じている。本当はだれとでも働

ける職場をつくることが理想。でも、現実は難し

いので洗濯室を障害者雇用の場にしている。これ

は、学校の通常学級と特別支援学級の関係と似て

いるのではないか。そのようなことを企業がした

場合、かえって壁ができるのではないかと思う。

そこのあたりの思いをもっと語ってほしい。 

報告者 思い込みの壁を取り払うこと。他の部署

はどう見ているのか。年に定期的に人権研修をし

ている。でも、本当に自分で体験しないとわから

ない。それに私は気づいた。思い込みの壁を取り

払うためには、本当は先ほどの郵便局で働く方が
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おっしゃったように、みんなの中に入って、壁も

なくというのが理想だが、でも実際は見えないと

ころでいろいろなことがあったりして、モチベー

ションが下がっていくことがあった。だから、同

じような境遇の人と力を合わせて働いて、それを

周りが認めて、少しずつ職場に入っていく。一つ

の取組として、今は一人別の職場で働いてもらっ

ている。それは、我々がやってきた自信、裏付け

があるから。洗濯は毎日社員が取りに行く。洗濯

物は間違うことなくきちんと棚に並べられてい

る。そんな事実を一つ一つ積み重ねていくことを

大切にして、この先共に働く職場をめざしたい。 

大分 私は小学校に勤務している。特別支援学級

と似ているという話があったので、思い出したこ

と。社会性が欠けているというが、だれの社会性

が欠けているのか。周りの人間がその人と一緒に

働きたい、折り合いをつけて。そういう周りの人

間、私も含めての社会性はどうなのか。重度の方

と共に働ける社会性があるのか。知らないからで

きない。教育行政は「わける」という。みんなと

できないことは分かれて生活。それがいいんだと

学ばせられている。そんな人が社会をつくってい

る。差別はする側の問題。周りにどう教育するか

が人権教育。その人にどう教育するかが特別支援

教育。教室でできない子を待っていて、できない

子が叱られる。そういう教室で育ってきた私たち。

能力主義社会は能力主義教育によってつくられ

てきている。職場と教育はつながっているんだと

最近すごく思う。だから、まず教育。教育の力は

絶大。できない子の側に立つ教師、助け合う仲間

づくり。共に過ごすこと。分けることをよしとす

る教育ではなく。 

協力者 この実践はまさに同和教育。洗濯室はま

さに解放子ども会。暮らしの中でつながろうとし

ている報告者は、同和教育を始めた高知県の先生

と重なる。まさに差別解消の営みである。なぜＣ

さんは声をかけられて涙があふれてきたのか。報

告者とＣさんの間に安心できる関係性があるか

ら。その関係性はどうやってつくってきたのか。

語り合ってきたから。一緒に過ごしていない、分

けられているから差別がある。だとすれば、分け

ない。踏み込んでいく。そういったことが差別解

消の取組。語り合うというのはすごい力になる。

そういったことが討議の中で明らかにされてき

たように思う。本日の後半、どのように語り合い、

何をもってつながっていくのか、どのようにつな

がりを広げていくのか、これから深めていければ

と思う。 

―報告２－⑰ 

～障がいのある人が地域で働き暮らすこと、当た

り前への挑戦～        （愛媛県人教） 

―主な質疑と意見― 

兵庫 地域の方と分かり合えている取組だった

と思う。私たち周りが「知る」ということについ

て具体的な取組をされているか教えてほしい。 

報告者 以前から納涼祭や学園祭などの行事を

やっている。そこに多くの人が来てくれていた。

育成園の職員は３６０人いるが、そのほとんどが

町内にいて、普段から顔なじみである。顔の見え

る関係性というのは田舎だからこそのよさ。だか

らかかわりがもてていると感じる。 

福岡 特別支援学級の担任として、障害のある子

どもたちとかかわってきた。自分が子どもの卒業

後の進路を保障できているか、大人になった時で

も友だちとのつながりができているか、自分の中

でもやもやしている。実践の中で教育現場に望む

ことがあれば教えてほしい。 

報告者 小学校の５年生と交流学習をしている

が、やはり小さい時からかかわっていくことで障

害のある人と抵抗なくかかわれる。大人になって

からいきなりでは、どうかかわっていけばいいか

わからない。でも、小さい頃からかかわりがあっ

た人は、園の人に声をかけてくる。やはり、共に

すごす時間をつくっていくことが大切だと感じ

ている。 

千葉 働きながら暮らすこと、それはいいことだ

と思うが、働けない人の社会参加はどうしている

のか。 

報告者 育成園、学園にも働けない人もたくさん

いる。その方々が社会参加するために、何をする

とよいか日々迷っている。少しでも地域の方との

交流、何かしら発信し続けていくことが大切だと

感じている。 

千葉 私は精神障害者の側にいる。人によってあ

たり前は多種多様でちがう。ひとくくりにしてほ

しくない。改めて思うのは、先入観で振り回され

たくない。 

千葉 地域で暮らし働く。緩やかに地域がやさし

くなっていっているのではないか。しかし、災害

などが起こった時にそうではない雰囲気があっ

たと報告があった。このことをどう教材化してい

くか、考えを聞かせてほしい。また、報告者自身

の実践を続けているパワーの背景を教えてほし

い。 

報告者 避難してきた人々は、何とかたどり着い

たが、家族の安否がわからない不安があるなど、

だれも自分のことで精一杯な状況だったと思う。

そんな中で、人と過ごすのが苦手な方に、落ち着

ける場を少しでも早く準備できるかなど課題が

見えてきたので、これからに生かしていきたい。

また、自分自身のことについては、仕事で落ち込

んだりしたときに園の利用者さんが気持ちを感

じてまなざしを向けてくれる。それが自分自身の

パワーになっている。 

千葉 私は精神障害の当事者。不安定になってし

まうと、生きている意味を考えてしまう。報告者

は、障害のある人に対してどういう思いで接して

いるのか。どういうところがいいなと思って働い

ているのか教えてほしい。 

兵庫 津久井やまゆり事件が起きた時に、施設側



- 13 - 

として考えが変わったことはないか。また、報告

の中で口述詩を紹介されたが、災害の時の避難所

での問題点として感じたことを教えてほしい。 

報告者 私自身多くのことはできないが、横にい

て寄り添うことはできる。そういうスタンスで相

談に乗ったりして取り組んできている。やまゆり

の事件については、利用者さんがニュースなどを

見てどこまでわかっているのかなと思っている。

とても信じられない事件だと思っているが、今思

えば自分の施設ではどうすればいいか具体的に

行動にまでできていなかったと思う。また、紹介

した口述詩は一番好きな詩であり、人として認め

られて生きていくというのはどなたにも共通す

る根幹の部分だと感じている。災害避難の時には、

避難所で落ち着かない方には、仮設住宅ができる

まで家族と共に過ごせる別の居場所を一家族だ

けになったが提供させていただいた。 

Ⅲ 一日目の総括討論 

協力者 これまでの討議の中で、あたり前に働け

る、そこに働けない人への排除はないのか、私た

ちは残念ながら悔しい思いをもって、今差別があ

る世の中に存在している。その中で差別をなくし

ていこうという願いをもってここに集った一人

一人である。今どうなんだと指摘をいただきなが

ら進められていること、本当に大事なこと。だか

らこそ、一つ確認しておきたいことは、思いを込

めて取り組んでいることをもって帰りたい。どう

取り組むのかということを見つけて帰りたい。そ

んな総括討論にしていきたいと思う。 

千葉 私は高校の同和教育専任教員。子どもたち

には自分の失敗経験も語りながら同和教育に取

り組んでいる。質問だが、担当も変わっていく会

社の中で取り組んでいること、社内で変わってき

たことを聞かせてほしい。 

報告者 障害者雇用をした従業員に対しての面

談は、必ず私ともう一人がペアで行っている。そ

うすることで、思いが引き継がれている。面談の

中でその人の思いを引き出していく。そこにその

人の生きづらさを見つけられるように努力して

いる。 

兵庫 討論の中で大分の先生がとてもよい意見

を言ってくださったが、共に働く、共に生きる社

会は、共に学ぶ学校からだと私も考える。学校か

ら障害者と出会う機会を奪って、どちらにも不幸

な教育をしてきた。私が子どもの頃「そんなこと

をしたら特殊学級に入れるぞ」という教師がいた。

この言葉を聞いて何を学ぶのか。自分とはちがう

人間なんだという差別意識をすり込んできた。一

緒に育たないから、会社に入って社員同士どう付

き合っていくかわからない。地域の行事で、ある

いは避難所で互いの存在が意識できない。そして、

津久井やまゆり事件の被告のような考え方を生

まれさせてしまう。でも、教育の力で変えていく

ことができると思う。私は今地域で障害者のちん

どんサービスをやっている。家に閉じこもりがち

な障害者の人と一緒にいろいろな祭りに呼ばれ

て、衣装を着て堂々とステージに立っている。喜

んでもらっている。 

奈良 独居老人という言い方を聞いて、私はどき

っとする。独身高齢者と言われても私が当事者な

ら言われたくない。言葉以上に大事なものもある

と思うが、言葉も大事にしていきたい。一人暮ら

し高齢者だったらまだ許容できる。私が思うのは、

一人はだめという感覚をどこかでもってるよう

な感じがする。一人も大事だと思う。一人でいる

ことも大事だし、周りの人とつながることも大事

だし、両方を大事にしていきたいと私は思う。 

三重 司会の方が確認されたことに私も同感。 

先日「徴用工」の言い方を言い換える提案を国が

した。私が２０００年ごろから取り組んできてい

るいわゆる従軍慰安婦問題も国連の人権の関係

では旧日本軍による性奴隷被害者女性というふ

うに明確にちゃんと問題を指摘するようになっ

ている。私の仲間の当事者の方たちは、合理的配

慮の配慮って何かと怒っている。言葉にこだわっ

て、そして取組につなげるということは本当に大

事だと思う。私は今、入院している子どもたちの

学びを保障する学校に勤めている。常々特別支援

学校という名前をつけていることに保護者が抵

抗を示す場合がある。障害者扱いされたくないと

思っている方が少なからずいるということ。その

中で、うちの子どもたちは障害者なのかと自分に

問い直すようにしている。私もアキレス腱を切っ

て車いす生活をしたことがあるが、その場合障害

者とは言わない。一時的に車いす、一時的に病院

にいる方を障害者というのだろうかと。私自身も

健常者と思っていない。健常者、障害者と二分化

するのではないと理解している。私は全国の教研

集会で議論している時に、交流学習はいいと何度

も報告があったし、国も勧めている。でも、交流

学習から帰ってきた子どもが「楽しかったけど、

仲間にはなれないと痛感した」と言った。仲間に

はなれないということは、一緒の人としては認め

てもらえないということ。この言葉を聞いて、本

当にわけている教育って何なのかからスタート

する必要を感じた。前任の学校で人数が多くなっ

たので、隣の高校の教室を間借りすることになっ

た。その時、高校の先生の抵抗が大きかった。何

で来るのかと。子どもたち以上に大人が抵抗感を

感じていた。しかし、数年経つと支援学校の高等

部がある学校ということがあたり前になってき

て先生たちの意識が変わってきた。そういう意味

で、職場の中である部署だけ１００％というのは、

インクルーシブにつながるステップだと理解し

たい。夏にある人権フィールドワークである企業

を訪ねた。その企業は障害のある方の一人暮らし

を実現していくような取組をしていた。私たちが

学んでいく必要がある。 
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千葉 よいレポートを聴かせていただいた。私の

かかわった中で成績は良かったが、自分で排泄が

できないので就職できない生徒がいた。企業の中

には自力通勤、業務上差し支えないことができな

ければ採用されないという条件がある。私は考え

るが、企業の中でもどこでも障害福祉サービスが

使えるようになれば、今よりも多くの人が働ける

のではないか。そういうのを全国的に要望してい

かないとと思う。でも、大きな声になっていない

のではないか。障害者の中でも動ける人が採用さ

れていくのではないか。そばにだれかがつけばも

っと就職できるのではないか。企業ですべてを解

決できないと思うので、公的サービスを活用して

いくのはどうか。 

報告者 今働き方もいろいろ変わってきている。

インターネットを活用したテレワークが、これか

ら広がっていくと思う。会社に来られなくなった

人が弊社でも一人だけテレワークで働いている。

実際にできることが示されれば、やがて制度にな

っていく。でも、現実はすぐにはいけない。少し

ずつ範囲を広げていくように。 

大分 私は小学校の教員をしている。娘に障害が

ある。小中学校は地元の学校に通わせた。地元の

子どもたちと共に暮らすようにした。高校は、支

援学校に行って、今就職に向けて現場実習などが

んばっている。今日の報告を聴いて、ハード的な

面もあるが、報告者のお二人が自分自身の見方が

変わっていかれていることに魅かれたので、意見

を言いたいと思う。私は自分に障害のある娘が生

まれて、自分の中の差別心を娘が一枚一枚はがし

てくれたように思う。できるとかできないという

中で基準を考えていた自分に、そうでない世界が

あるということに気づかせてくれた。水平社宣言

の中に人は尊敬すべき存在だとある。娘を見ても

そう思う。障害があるから雇用を増やすとかある

が、私は一緒にいることが周りの私たちにとって

すばらしいことがあると実感している。一人一人

がちがっていて、輝くものをもっているので、私

も学べたし、見方が変わっていった。そういうこ

とが根っこにあって、雇用とか共生とか形だけで

なく考えていくとよいと思う。 

Ⅳ 一日目のまとめ 

協力者 最初の報告では、障害のある方を受け入

れるセクションをつくり、会社として受け継いで

いる取組が紹介された。次の報告では、会場から

の質問によって、レポートには書かれていない部

分も紹介していただいた。この２つの報告をもと

に、会場から多くの貴重な意見が出た。「わける」

ことではなくて、共に暮らすことで偏見や思い込

みを一枚一枚はがしていける。学校教育から共に

暮らすことができれば、互いを理解して生きづら

さは解消していけるのではないか。 

―報告３－⑬ 

～部落の話をするまでに～   （千葉県人教） 

―主な質疑と意見― 

三重 自分の思いをせきららに語っていただい

て考えさせられた。報告の中に「高校に入ったら

同和教育があるからね」というくだりがあるが、

小中学校では学習されていないのか。私は失敗を

重ねながら部落問題学習をしてきているが、その

中で先輩教員からやはり家庭訪問をして親の思

いをしっかり聴いた上で学習を進めるべきだと

学んできた。同和教育推進教員になるまでの報告

者の実践の様子を教えてほしい。 

報告者 私たちの地域の小中学校では部落問題

学習はされていないと思う。人権教育としての学

習は行われている。私は、同和教育推進教員にな

って、部落問題について知った。１年目は自分の

中で葛藤があった。 

兵庫 おじいさんや親から部落のことを子ども

に教えてやってほしいとお願いをされたという

ことだが、子どもに伝えること、その役が先生で

いいのか。私が親なら、先生からということもあ

るが、最終的にはやはり親から伝えると思う。親

と一緒に伝えていくという方法もあるのではな

いか。 

報告者 親と一緒に伝えるという方法、一番に考

えている。Ｕさんは、長女や次女は同和教育をや

っている高校で学んでいたが、一番下のＲは高校

に入ったばかりでまだ学んでいないから先生か

ら伝えてやってほしいと言われた。でも、どうや

って伝えればいいか自分の中で悩んでいるし、ま

だ私はＲにしっかりかかわれていないので、まだ

話せていない。Ｕさんとは話をしているが。まず

は、子どもとのかかわりからだと思っている。そ

して、もちろんＵさんと一緒に伝えることが一番

良いと思っている。ＣやＡ、Ｂに部落の話をした

のは、お母さんたちと話していると、同和教育を

受けてないからなど、これ以上何を言っていいか

わからないと言っているように思えたから。ただ、

大事なことは、お母さん方やおじいさん、おばあ

さんたちの話を一緒に聴くことだなと思ってい

る。 

千葉 自分のおばあさんは被差別部落出身。部落

外に嫁いで、嫁いだ先でいじめを受けて、精神的

に病んでしまった。今もその爪痕が残っている。

差別を受けた側はずっと苦しんでいて、どうすれ

ばいいのだろうか。 

三重 部落問題に自分なりにできることをして

きた。今お話のあったお母さんたちだからこそ、

一緒に考えていく中でやっぱりお母さんたちか

らどう伝えるかということをぼくたちは一緒に

考えるべきではないか。質問だが、ＡやＢ、Ｃは

今どう思っているのか教えてほしい。また、Ａの

友だちに対して、Ａの出身のことを先生が伝えた

と報告されたと思うが、そのあたりを詳しく教え

てほしい。そして、そのことを報告者はどう思っ
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ているのか教えてほしい。 

大阪 共感しながら聞かせていただいた。自分に

は身体障害、精神障害がある。話すことの難しさ

を感じている。いろいろな親とつながっているの

は、報告者の人となりだと思って聴いていた。９

月にできるだけ早く部落問題のことを伝えたい、

でもいろいろ葛藤もあるとおっしゃったが、現在

はどう思ってるのか。また、もう一つ聴きたいの

は、ＡやＢ、ＣやＫはどう自分自身、進路に向き

合うのか、お考えを聞きたい。 

報告者 差別する側が悪い。当事者は自分たちで

もある。だから、正しいことを知らなければいけ

ないと最近ずっと思っている。三重県の方のお話

を聞いて、自分は考えが浅かったと反省した。Ａ

のことをＡの友人に伝えたのは私から。やはり本

人からでないといけないこと。また、私は今も早

く部落問題のことを伝えたいと思っている。そう

することで、早くいろいろな人とつながっていけ

ると思う。進路についてなど話ができているのは

Ａとだけ。車関係の仕事に興味があるといった話

などをして、これからも一緒に考えていこうと話

している。 

兵庫 同和教育専任教員が千葉に５名と言われ

たが、今までもそうなのか。小中学校には配置さ

れていないのか。自分の学校の先生たちとの連携

はどうされているのか。 

兵庫 これからがんばって取り組んでいただき

たいので、厳しいことを言うが、とても危うい。

とても多感な時期に友人に出身のことを報告者

から伝えたのはとんでもない差別行為になる。人

とのつながりを広げてほしいので丁寧に取り組

んでほしい。運動とどうかかわているかが核だと

思う。運動につながってないところでカミングア

ウトするとつぶれてしまう場合がある。周りがど

う受け止めるか、そこを育てないといけない。ま

た、担任の先生の顔が見えてこない。同和教育推

進教員が一人でがんばってもだめだと思う。学校

全体として取り組んでいくべき。運動とつながっ

てない限り、子どもは孤立していってしまうので、

ぜひつないでいってほしい。 

報告者 私の地域では、法が切れて、同和教育推

進教員は小中学校にはいなくなった。今日は、自

分の危うさを改めて知ることができた。これから

がんばっていきたい。 

協力者 このレポートを書いた時につながれて

いないと書いたんだったら、今日までにつながっ

てきてほしいと思った。何で動かないのか。苛立

ちも感じた。ただ、つながろうとも思わない周り、

社会がある。声をあげたいけど聴こうともしない

周りがある。そんな中で、報告者はかかわりたい、

つながりたいんだと思っている。社会的立場の自

覚はただ出身を伝えることではない。それは入り

口の入り口。これから先差別をなくす人のつなが

りの中にぼくらはいるんだと思ってくれるとこ

ろまで一緒にかかわっていくというのが伝えた

いところではないか。報告者もそこまでどうやっ

たらつながれるのかを求めて今日があると思う。 

―報告４－⑤ 

～誰もが地域であたりまえに暮らすために～ 

（奈良県人教） 

―主な質疑と意見― 

千葉 私には精神障害がある。落ち着きがないと

通知表に書かれていて、問題があると言われてい

たのを聞いていた。問題があるというのは、人に

よって全然違うし、人によってこだわりがある。

障害がある側として言いたいのは、あなた方が困

っている周りの人って、当事者からすればあなた

方に何を伝えたいかということを知ろうとする

努力、気力があるのかと問いかけたい。 

大分 私は特別支援学校に勤めている。特別支援

学校の子どもたちとかかわることと、部落解放運

動にかかわってきたときのこと、共通点があるな

と思うのだが、報告者の方はどのように思ってお

られるかお聞きしたい。 

報告者 私が出会った脳性麻痺のメンバーの人

が「ぼくはどこにいってもだれから見ても、障害

者だと分かる。そういう目でぼくは見られる。部

落に生まれて差別を受けている方はだまってい

たらわからない」とおっしゃった。その時私は、

だまってなきゃわからないからといって、だまっ

ていなきゃいけない苦しさがあると思うと答え

た。どちらがということはないと思う。人として

されたらおかしいことに対してはおかしいと言

っていくべきだと思う。もう就職されたメンバー

の中には、小さい頃にいじめにあって、外で話を

するのをあきらめてしまった、場面緘黙の方がい

る。学校に行くのがしんどくて行けなかった。本

当に自分のことを知ってほしいという気持ちが

出始めて、携帯を使いながらコミュニケーション

をとるようになっていった。今は就職している。

その方と母校の小学校に販売に行くときがある。

フラッシュバックにならないかなと心配した。行

った時、その当時の先生に出会った。その方はも

のすごく喜んでいた。自分のことを知っていてく

れる人の存在は大きい。 

―報告５－⑨ 

～ある解放運動の歴史 トラの穴の２９年～ 

   （鳥取県人教） 

―主な質疑と意見― 

千葉 トラの穴の主体は何なのか。お二人は初め

からかかわっているのか。 

報告者 初めは部落の青年部の学習会として始

めた。その時私が役員だった。解放同盟の方だけ

でなく、だれでも受け入れるようにして、学校の

先生方、今は保育所の先生方も参加されるように

広がっていった。主体は、本当に自主的なサーク

ルとして続けてきている。 

兵庫 一般の方の参加はどうか。 

報告者 多くはないが。一般企業でお仕事をされ

ている方など。 
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報告者 子どもを連れてきたお母さんもいる。お

もしろい学習会だから行こうと誘い合って、子ど

もが２０数名来たこともある。

兵庫 場所はどこの施設を利用しているのか。県

内どこから参加者があるか。 

報告者 私が生まれ育った地域の隣保館で行っ

ている。メンバーは、テーマによって在日の方が

多く来たりしたが、いつもテーマに沿った方が参

加しているわけではない。 

大分 つながり。弱さでつながるよりもユーモア

や笑いでつながる方がよいのではないか。 

報告者 何よりも気楽に行って学べる雰囲気が

大切だと思う。続けていくために。笑いやユーモ

アは大事だと私も思う。人権教育となると、暗く

重いイメージ。人の生きざまにふれるというのは

楽しいことなのではないか。そんな中で人の誇り

にふれる。そんな実践ができたらいいなと思う。 

滋賀 部落差別だけをなくそうと思うのは無理

だと思う。部落差別を核にして、障害者差別など

を考えていくべきではないか。小中学校での部落

問題学習などでは、江戸時代の身分制度があった

頃の差別の形と、解放令以後みんな平等だとなっ

た中での差別の形はちがうということを理解し

ておけば、差別している方がおかしいととらえる

ようになると思う。 

協力者 何で人が集まるのか、その背景に差別の

現実を深く学べる場所だという芯があるから安

心して行ける。また、こうあるべきという枠組み

を決めてない。だから今が語れる。柔軟に聴いて

もらえる場所。そんな報告だった。 

Ⅴ 総括討論 

大分 部落問題を核にしてでいいのか。私はそれ

ぞれが中心ではないのかと思うがどうか。 

報告者 私がよく子どもたちに、フルーツという

フルーツはないんだよと話をする。フルーツとい

って思い浮かぶのは人によってちがう。人権課題

も部落差別には部落差別の課題があって、障害者

差別には障害者差別の課題がある。人権課題によ

ってちがうところがある。個別の人権課題を見つ

けて学んでいかないと、あらゆる差別の解消には

つながらないのではないかと考えている。うちの

サークルは初め中心は部落問題。部落問題を学ん

でも家に帰れば、ジェンダーの問題も考えていか

ないといけない。だから、一人の人間として様々

な問題を学んで人としての幅を広げていきたい。 

兵庫 人権教育が広がっているのはよいが、部抜

き、差ぬき、部落問題をうすめていくために使わ

れているようなところもあると思う。どこが中心

なのか。部落の子どもが学校に来ない、何とかし

たいと靴減らしの同和教育をやってきた全同教

の先達たちの地道な解放教育がやがて様々な人

権課題につながっていった。無理せずに自分を大

事にしながら、差別をなくしていく取組をしてい

く教育がこれから大事だと思う。 

千葉 障害者福祉のヘルパーにかかわっている。

この分散会に参加して、改めて一人でがんばらず

に、人とのつながりの大切さを実感した。あすな

ろの家の実践に共感するところがたくさんあっ

た。様々な機関とどう連携していらっしゃるかお

聴きしたい。 

報告者 あすなろのメンバーそれぞれに背景を

もっている。その人のことをわかるためには、人

とつながらないと教えていただけない。とにかく

話を聴く。親の思い、願い、苦労などを聴かせて

いただく中で、その人の人生が見えてくる。その

人だけでなく、その人が暮らす家族全体を支援さ

せていただくことが多い。学校の先生や地域の人、

そしてもちろん本人の気持ちを聴くようにして

いる。 

大分 小学校に勤めている。あすなろの紙芝居で

バカにする子どもたちと声が小さい子を怒る教

師の行為の中にある差別性は、つながっていると

思う。「社会で生きていけんぞ」という教師の言

葉は、今のまま、ありのままでは生きていけない

というメッセージを子どもに届けてしまう。そん

な社会をつくってしまっている。能力主義。あり

のままで、助け合っていく社会、私たちの意識を

変えていかなければいけないと思う。ボタンの着

脱ができなくて、練習して練習してクラスの仲間

と生活していく実践を別の会で聴いたが、私はそ

うではなくて、できないまま、できなかったけど、

仲間がいてよかったという体験を積んでほしい。

そんな仲間づくりが、職場でだれもが働き続けら

れる社会になるのではないか。できたという成功

体験を積ませるだけではなく。周りの人間が共に

働きたい、暮らしたいと思うかどうかだと思う。

そんな仲間づくりは、部落解放学習の原理原則で

つくられてきたものだと私は学んだ。 

千葉 この２日間で自分の言葉で言えることは

ただ一つ。今までのことが今になってようやく答

え合わせの時が来たのではないのか。今までのこ

とを貫きとおして自分たちをだめにするか、今ま

でのことを少しでも変えようと思ってよくする

か、それはその人次第だと思う。この会に参加で

きてよかった。 

千葉 高校の推進教員をしている。討論の中の滋

賀の報告者の回答で、普通高校に行って就職でき

ないよりは、特別支援学校に行って就職した方が

よいのではという発言があったように思うが、そ

のことについて報告者の方のご意見を聴きたい。 

報告者 企業側として誤解を招くような表現が

あってお詫びする。私が伝えたかったのは、公正

採用する立場としては、入社試験をクリアした人

を採用していく。知的障害のある方が選考基準に

達していない場合は、障害の有無にかかわらず不

採用とする。しかし、会社には障害者雇用の制度

があるので、障害があるという前提で採用させて

いただく。将来的にがんばっていれば正社員にな

っていただく。だから、会社と学校側とでよく情
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報交換をして、どういう道で採用をめざすか考え

ていくという意味で回答した。 

報告者 レポートの中で紹介したＣさんは続け

て働いてもらっている中で正式採用にした。わが

社では初のこと。その後、毎年のようにそういう

人が出ている。わが社も変わったかなと思う。 

兵庫 洗濯場だけに障害のある方だけを集めて

というのが気になった。他の部署とつながって互

いを分かり合えるようにした方がよいと思った。

みなさんで会社の中で共有する形にしてほしい。 

千葉 質問というよりお願い。特別支援学校を卒

業して就職した子どもがいる。その子は職場で嫌

な思いをさせられている。会社の中の現実、空気

がわからない中での障害者雇用は不安だし危険。

また、１年契約のこの子どもの親は不況に入って

リストラが始まれば、まず切られるのではないか

と不安。どこまで保障されているのか。しっかり

とした位置づけをもって障害者の方の雇用をお

願いしたい。また、Ａさんに関しての報告の中で、

疎外感を感じたとあった。他の部署に行った子ど

もが心配。企業の中で配慮はどうしているのか。 

報告者 定期的な面談をしていくのは当然だが、

支援者の方がいるので、支援者と私とで１年間面

談を継続していく。その後は、声かけ。それを定

期的にやっていくこと。その中で問題が出てくれ

ば対応していく。話をしていると不満、サインを

出している。地道な活動。 

千葉 相模原の事件を教材にして生徒と学んで

いきたい。報告者の方の思いを聴きたい。 

報告者 ゆっくり話ができていない自分がいる。

断片的に知識を入れられているとは思えるが、自

分は向き合えていないと感じている。風化させて

はならないこと。自分たちがどうすればいいのか、

向き合っていきたい。 

兵庫 事件のことは世間からだんだんと忘れさ

られていってしまう。大変な人権問題。殺人事件

だから。人間の値打ちを生産性だけで測るような

今の政府のやり方をしていたのでは、事件を起こ

した犯人のような人間が出てきてしまう。全人教

の取組に入れてほしい。質問だが、千葉の報告者

は新採から８年間養護学校に勤めたと言われた

が、障害がある子どもと向き合って、どんなこと

を学んだのか。 

報告者 一番初めにかかわった子ども。右手を動

かしたくても動かせない現状があった。それなの

に、自分はその子どもに給食を早く食べなさいな

ど言ってきた。なんてことをしていたんだ。その

子どももがんばっていたのに。そこから子どもの

見方が変わった。 

兵庫 子どもはかわいい。人権教育は原点。そこ

を大事にしてほしい。 

千葉 総括討論を聴いていて混乱している。部落

問題や障害者問題といっても、いろいろな人がい

て受け止めがあって、一言でくくれない。万引き

をやめられない障害者にかかわっている。包丁を

向けて来る人。みなさんにお聞きしたい。今回の

学びを今後どう情報発信していくか。まちづくり

として。企業がまちづくりをどうめざすのか。福

祉法人はどうめざすのか。 

兵庫 千葉の報告者の方は人権に自分からかか

わられているので私はすばらしいと思う。これか

らがんばってほしい。校区人権、地域の方も入っ

ている。人権問題について自分の気づき、気持ち、

学び、わからないことを話し合っている。みんな

で学び、取り組みながらそれぞれに気づいている。

それがまちづくりにかかわっているということ

かなと思う。やっぱり差別する方がおかしい。部

落の方が中心に運動、勉強。保護者などを巻き込

んだ学習会ができていってほしい。そして、みん

なで考えていく。それが最終的にはまちづくりに

なると思う。 

三重 まちづくり、いろいろな人と話をしている。

あたり前は人によってちがう。自分のあたり前が

あたり前と思わない方がいい。ムラのおばあちゃ

ん、自分たちのせいにしている。でも、それはち

がうと話している。だれがそう思わせてきたのか。

それは自分。差別の現実を生み出している社会の

ことを知っておかないといけない。何が問題なの

か。討論の中で相模原事件のことなど出てきたが、

そんな事件が起きる社会をつくっているのはだ

れなのか。社会の一員という自覚。でも、社会を

変えていける自分でもある。そう思ってまちづく

りをしていきたい。 

兵庫 尼崎で１５年続けて人権祭に参加してい

る。自分たちが楽しめる祭にしようと取り組んで

いる。障害者が家に閉じこもっていないで外に出

ていくようにちんどんサークルをやっている。い

ろいろな立場の人とつながってまちづくりに取

り組んでいる。 

奈良 あすなろで報告者と一緒に社会福祉法人

としてのまちづくりに取り組んでいる。あすなろ

の取組は「ともに学び、ともにのびる」という学

校の理念から出発した。２０１５年団体を立ち上

げ、月２回１８時～２０時子どもたちの学習会を

始めた。その中で、食の課題が出てきた。新しく

あすなろの家ができたので、子ども食堂も始めた。

月に一回。それで食の課題が解決できるのかと思

うが、子どもや地域の大人が顔を合わせる。つな

がりの貧困をなくすためにも続けていきたい。 

協力者 あたり前は人によってちがう。自分のも

のさしをあてていくのではない。今の社会の現実。

一緒にする。つながりの貧困を断つ。 

滋賀 民生委員をしている。まちづくりというの

は一番大きな課題。ともにここに住みたいと思え

るようなまちづくり。お互いがもっともっと開い

て、つながりをつくっていく。鳥取のトラの穴の

取組、いろいろな人が集まって、でも気づくこと

は一つだよと言いたかったのではないか。私もい

ろいろなところに行って学んでいるが、地元のこ

とをしっかり見つめていかないといけない。人と
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人をどうつないでいくか。 

大分 絵に自信をもった子ども。他のことも、こ

の子が絵を描き続けられる社会。アート展をやる

ことにした。その子の絵を描く場をつくろうとプ

ロの方とつながっていった。一人の生徒の次を考

えていくことで、広がりができている。 

千葉 ムラのおばあちゃんが私たちの研究会に

話に来てくれた。私を差別した人は亡くなってい

き、受けた私はずっと苦しいんだよと心の叫びを

話してくれた。私はその叫びに答えられずにいる。

どういうまちづくりをしたら、おばあちゃんに返

していけるのか悩んでいる。差別解消のまちづく

りは長くかかると思うが、つながりを豊かにしな

がら、少しずつ変えていく。 

協力者 最後に報告者から一言ずつ。 

報告者 ２日間刺激を受けたり、エールを送って

いただいた。器は大きさも深さも形も変えられる。

これから会社や自分の器をいろいろな形に変え

ていきたい。 

報告者 今回報告させていただいたことで、今ま

での自分を見つめることができた。自分の中で、

してもらってあたり前と思っていた部分があっ

た。情報発信という形で自分たちのできることを

見つめ直していきたい。まちの中の一人一人の居

場所づくりのよいスタートになった。仲間、地域

と今後も進んでいきたい。 

報告者 同和教育専任教員になって、保護者とは

話はできても、まだ子どもたちと話ができていな

い。自分の中で目標が定まった。子どもたちとし

っかりとつながっていきたい。 

報告者 まちづくりは人づくりだなと感じてい

る。これからも続けていきたいのは、小さな世代

から、いろいろな人がいていいんだ、自分もその

中の一人だから、自分のことも大事にして、あな

たは今のままでいいんだよと伝えていきたい。 

報告者 水平社宣言の「人間を尊敬することによ

って、自らを解放せん」という言葉が一番好きな

言葉。真摯に取り組んでいるレポートに出会えて

よかった。自分の実践にはまちづくりの視点がな

かった。つなげて考えていなかった。でも、サー

クルで学んだ人がそれぞれ思いをもって生活に

戻る。それは今日まちづくりにつながっているの

かなと気づかされた。 

報告者 この会場の雰囲気がとてもよかった。 

Ⅵ まとめ 

 ５本のレポートと討議の中で次のことが確認

された。 

 一つは、人と人とのつながりが生きにくさや差

別そのものを解消していく。だからこそ、私がつ

ながる、つながっていくことが確認できた。 

 もう一つは、何をもってつながるか、差別に対

する自分の立ち位置、立場の自覚を真ん中に置き

ながら、語り合うからこそ、差別をなくす仲間と

しての確かなつながりをつくることができる、報

告や討議の中で居場所であったりとか、差別をな

くす仲間とは何かというキーワードで確認され

た。 

 昨日の滋賀の報告からは、同じ立場として同じ

思いをもった同士がつながり共感できるからこ

そ、安心できたり、それを洗濯室としてつくって

いく。ただ、そこを居心地のいい場所で終わらせ

ずに、そんな居場所を原動力に次につないでいく、

自分の生活に活かしていく。そんな展望をもった

実践に、つながれる場を広げてほしいという願い

や思いを会場から重ねてもらうことで確認でき

た。会場からは、レポートのＡ、Ｂに自分自身を

重ねて、仕事を休みがちだった自分を職場が受け

入れてくれた、話ができる周りがあったからとい

う思いであったりとか、報告者からも雇用率を達

成しているから終わりじゃない、生活基盤をつく

ろうと思えているか、そんな職場をつくることが

だれもが働きやすい職場をつくっていることに

つながる。参加者からは、障害者が人間関係をつ

くることや社会性が欠けているのではなくて、周

りがこの人と一緒に働きたい、働ける環境をつく

ろうとしているか、排除している側に対してどん

な教育や働きかけをしていくのかという形で重

ねていただいた。ここで語り合える、話ができる

からこそ、楽になれたり安心できたりする。一人

の仲間のことを思い出したが、聴覚障害があるお

姉ちゃんのことを、お母さんにお姉ちゃんはがん

ばって生きているんや、もっと周りが考えてくれ

たらいいんやと言われ続けてきた。でも、その言

葉の意味を理解できなかった彼女が、部落の仲間

から、部落差別をなくすのに何で自分たちだけが

んばらないといけないのかといった言葉によっ

て、自分自身の中で自分を重ねることで、自分自

身が不安や生きにくさをつくっていることに気

づいたからこそ、差別をなくす一人として立って

いく、そんな姿に重ねて聞かせてもらった。居場

所は単なる居心地のいい場所ではなくて、ここに

仲間がいるから、人がいるからこそ成立をする。

そこで、語り合い楽になれたり、安心できるから

こそ次に踏み出せる。そんな原動力になる場所だ

ということが確認できた。 

 愛媛の報告からは、自分がつながるだけではな

く、人と人をつないでいく。施設で生活していて

も、地域住民との関係をつくっていくことで、地

域の中で一人の人として生きていくことを保障

していく。仕事をつくる場をつくるだけでなく、

生活を保障していく。そんな取組の中で、何かあ

ったら警察に通報していた地域が、自分にできる

ことをしていく、共にいきていく、そういった実

践を届けていただいた。社会全体を見れば、法定

雇用率の水増しの問題だったり、優生思想が引き

起こした事件であったり、航空会社の搭乗拒否だ

ったり、厳しい現実は存在しているものの、自分

たちが生活している地域の中で、周りとの関係は

変えていくことができる。一人の人として生きて
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いくことを奪っている周りで生きている一人と

して、周りをかえていく私の挑戦として実践を届

けていただいた。会場からは、働けない障害者も

いるんだ、どのように共に地域で生きようとして

いるのかといった思いだったり、当たり前は人に

よってちがう、ひとくくりにしないでほしい、先

入観をもって見ないでほしい、自分が生きている

意味を考えてしまうことがある、働くことでまと

もに給料がほしい、結婚したい、彼女がほしい、

そんな自分の障害を打ち明けてくれた上で、いら

立ちや憤り、生きづらさを語ってくれた参加者の

方がいた。 

 総括では、多数がつくる社会によって当事者に

とって生きづらい社会が生み出されてしまう。共

に生きる、共に働く社会は共に生きる、学ぶ教育

からなんだと重ねていただいた。一人でいること

がだめなわけではない、その人にとって生きやす

い社会をつくろうとしているかどうか。障害があ

る我が子のこともできる、できないで決めていた。

でも、娘や娘の友だちが自分の中の偏見や差別心

をはいてくれた。そのことで、自分の生き方が広

がった。差別をなくしたい、でも差別がある社会

を自分もつくっている。生きにくさを生み出して

いる。そう思わせている自分がいる。様々な角度

からみなさんに重ねていただいたことで、語り合

うことで、認め合うことで、関係性を変えていく、

つながりをつくっていくことで、差別をなくして

いけることを確認できた。 

 千葉の報告からは、立場の自覚とは何かを投げ

かけてもらった。会場からは、立場の自覚、親や

じいちゃん、ばあちゃんの代わりに先生がさせる

ものじゃない、親たちと学びながら共に伝えてい

く方法もあるという思いだったり、解放運動に出

会えなかったばあちゃんと重ねて、差別する人は

忘れていっても、差別された人はずっと傷が残っ

てしまう。親から伝えてほしい、でも自分たち教

師が何をするかが問われている。伝えただけ、知

っただけ終わってしまうと差別に直面して一人

で終わってしまう。だから、受け止める周りを育

ててほしい。そんな願いも込めてたくさん会場か

ら重ねていただいた。立場の自覚は、出身である

ことをただ知るだけではなく、被差別の子に限る

話でもない。このことは改めて確認したい。自分

の前にどのような社会があって、その社会の中で

自分がどう生きていくか、差別を許さない立場の

自覚であることをあえて地区外のある子の姿で

共有させてもらえたらと思う。部落に偏見をもっ

ている。自分が運動することさえ理解してくれな

い母親を否定し続けてきた一人の後輩がいる。で

も、出会って学んで気づいたからこそ、私が許せ

ないのはお母さんではなくて、たった一人のお母

さんに偏見や差別心を植え付けた部落差別を許

せないんだ、それが自分自身が活動する理由なん

だとその後輩は自覚していった。だからこそ、お

母さんに正しく理解してほしいと自分が活動す

る姿を見せていった。自分にとって差別を許さな

い生き方を語り合う、差し出すからこそ、この関

係の中に差別がないこと、この人だったら横に立

ってくれる、この人の横に立ちたいというつなが

りを実感できる。それは子どもたち同士をつない

でいくことに限らずに、例えば先生と親、先生と

子ども、地域の人とも同じなんだということも確

認したい。さらに、地域の人が何で話してくれた

のかではなくて、どんな思いや願いをそこに込め

て語ってくれたのか、地域の人が過去の被差別体

験を話すということは、傷口をえぐることにもな

る。だから、話してくれたらいい、話してくれて

ありがとうと受け身になることも簡単なこと。何

かあった時に話してくれたらよかったのに、いつ

でも聞くのにと、相手に指を向けることも簡単な

こと。法律に絡めて、これまでの相談体制に不備

があったからこそ、国や地方公共団体の責務とし

て相談体制の充実がうたわれている。行政に対し

て求めていることであったとしても、じゃあ私た

ち一人一人は、周りの人の生きづらさ、不安やし

んどさを聴ける自分になっているかと自分に指

を向けていきたいと思う。私自身がそうありたい

と思った一番のきっかけは、２００６年に自ら命

を絶った一人の後輩の存在。その時に、何で話し

てくれなかったのではなくて、何で聴ける自分じ

ゃなかったのかと問うた自分がいる。聴ける自分

でありたいからこそ、やっぱり自分自身の生き方

を示していきたい。 

  滋賀の報告者から、外から見ていた自分、仲間

がいるからがんばれるんじゃなくて、会社の中で

がんばらなければならない現実がある。「やっぱ

り」とか、「せっかく教えたのに」とかできない

と思っている社内の見方があるから、Ｃが安心し

て話せる自分であるために、一人一人の暮らしの

中に踏み込むことで、だれもが安心して働ける職

場をつくるために、本社に異動した後も放ってお

けない現実があるからこそ、かかわり続けている

姿がある。偏見や差別を打ち砕いていく取組とし

て、外から見ていた自分から中に入ることで一緒

に変えていく。インターネット社会が進んだこと

によって、これまでと違う形で部落差別が発生し

ている。部落差別解消推進法が指摘をしたように、

自分たちの意思で立場を明かしていくカミング

アウトに対して、他人がその人が公にされたくな

い情報を暴露していってしまうアウティングと

いう行為が繰り返されている社会がある。自分に

とって打ち明ける理由があるからとか、この人だ

けには知っておいてほしい、この人と一緒に考え

たい、いろいろな意味をそこに込めて打ち明けて

きたことは、これまで同和教育の中で積み上げて

きた取組だと思う。そういったことが今ひっくり

返されようとしている社会がある。１０年前に立

場を打ち明けた一人の後輩がいる。この後輩は差

別をされてしまうのだが、言ったことを後悔して

いないと言った。でも、２、３ヶ月前に改めてそ
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の後輩としゃべった時に、実は半分は後悔してい

ないと言えるけど、半分は自分が言わなかったら

こんな思いをしなくてもよかったんじゃないか

と打ち明けてくれた。だからこそ、立場を自覚し

た自分が差別をなくすつながりをつくるために、

何をもって打ち明けていくのか、何をもってうち

あけてくれたのか、そういったことを考え、つな

がりをつくっていくことも改めて確認したい。 

 奈良の報告からは、生きづらさの解消をする取

組を届けていただいた。一緒に泣ける、でも常に

だれかがとなりにいるわけじゃない、差別してほ

しくない、自分たちのことをちゃんと知ってほし

い、わかってもらえる人を増やしていきたい、そ

こにいる人の分だけその人にとっての当たり前

があることを届けていただいた。会場からは、１

日目の「当たり前」に重ねて、落ち着きがない、

問題がある、それも人によってちがう、先生たち

も知ろうとしてくれているのかというメッセー

ジだったり、報告者からも障害があるから差別を

していいんじゃない、人としていやなことをして

ほしくない、どんな差別であってもだまっていな

くてはいけない苦しさがあるという形で重ねて

いただいた。その人が決めるその人にとっての当

たり前を認め合える、それを差し出して自分のこ

とも相手のことも認められるからこそ、共に生き

る社会、人と人のつながりが差別をなくしていく

ことも確認できたと思う。 

 鳥取の報告からは、学んで気づいただけではや

っぱり社会は変えられない、行動に移していく、

差別をなくすつながりとは何かという提起をし

ていただいた。参加者が来てくれるから２９年続

けてきた。そこに人がいるから。その場所をつく

り続けてきた２人の姿がある。私にとって自分自

身が生まれた地域のことを否定してきた自分を

変えてくれたのは、まちがいなく先生という存在

がある。そんな姿に２人に重なるところがあった。

参加者にとってこの場所が必要なんだ、ここにく

るから自分の日常を保つことができる。ここに来

ることで、それがエネルギーとなって、生活の中

にある差別と向き合っていける。学び気づけただ

けでは社会は変わらない。行動に移していく。差

別をなくすつながりとは何かということを具体

的に届けていただいた。会場からは、今暮らしの

中にどんな差別があるのか、それに対してどんな

行動をしていくのか、学ぶだけで終わりたくない

という思い、気負わなくていい、そこに行けば学

べる、聴いてもらえる自分が出せるといったこと

も重ねていただいた。総括の中でも、学びだけで

終わってはいけない。これから自分がどうしてい

くか、どんな地域やまちをつくっていくのか、お

互いが開いていくことで死ぬまでここにいたい

と思えるまちをつくりたい、そんな思いも重ねて

もらえた。差別をなくすつながりは、自分の生活

の中にある、周りにある生きづらさや憤り、怒り

に対して、向き合っていくこと、傍観者で終わら

ないことは、総括の中で参加者の「今までのこと

を貫き通そうとするのか、少しでも変えようとす

るのか」というこの言葉に集約したい。 

 居場所、差別をなくす仲間とは何か、奈良の報

告の中に「そこに行けばだれかがいる」「死んだ

方がましや」「思うようにできないから」「本当は

言いたいことがあるんだ」「私はそれを否定はし

ないけど、私はあなたに死んでほしくない」とい

った報告があったと思う。生きづらさとしての差

別の現実、その事実を受け止めた上で自分の思い

を返していく、生きづらさをなくしていく仲間と

は何かを改めて確認してもえらえたと思う。 

 このような２日間の討議を通して、国が認めた

差別に対して、そして国が許されないものとした

差別に対して、具体的な行動につなげていく。こ

の２日間の学びをぜひ明日からの実践につなげ

ていただけたらと思う。 


